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額
が
突
出
し
て
い
る
が
、
こ
の

要
因
は
何
か
。

答　

27
年
度
に
高
額
の
寄
附
が

あ
っ
た
た
め
、
26
年
度
と
比
較

し
て
大
幅
に
増
え
た
と
考
え
て

い
る
。

問　

返
礼
品
の
魅
力
で
は
な
く
、

27
年
度
に
高
額
寄
附
者
が
い
た

た
め
増
え
た
と
の
こ
と
だ
が
、

返
礼
品
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

返
礼
品
の
過
当
競
争
に
は

参
画
せ
ず
、
過
度
な
も
の
に
な

ら
な
い
範
囲
で
財
源
の
確
保
及

び
市
の
ア
ピ
ー
ル
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。
継
続
的
に
市

を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

◎
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
２

億
２
９
３
５
万
円
の
純
利
益
を

計
上
し
、
当
年
度
未
処
分
利
益

剰
余
金
は
３
億
３
３
９
９
万
円

で
す
。

◎
病
院
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支
の
状
況
は
、
５

億
１
４
１
７
万
円
の
純
損
失
を

計
上
し
、
当
年
度
未
処
理
欠
損

金
は
１
３
８
億
２
２
１
万
円
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

◎
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業

会
計

　

年
間
の
売
上
額
は
９
０
９
億

２
１
２
６
万
円
で
、
前
年
度
比

29
・
７
％
の
増
、
本
場
入
場
人

員
も
８
・
７
％
の
増
と
な
っ
て

い
ま
す
。

条
例
の
改
正

●
消
防
団
員
の
年
齢
要
件
の 

引
き
下
げ

（
第
54
号
議
案
）

　

満
20
歳
以
上
で
あ
っ
た
消
防

団
員
の
年
齢
要
件
を
満
18
歳
以

上
に
緩
和
す
る
こ
と
に
よ
り
、

消
防
団
へ
の
加
入
促
進
を
図
り

ま
す
。

●
総
務
委
員
会
で
の
主
な
質
疑

問　

18
歳
以
上
に
は
、
高
校
生

も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思

う
が
、
加
入
の
取
り
扱
い
は
。

答　

原
則
と
し
て
卒
業
後
の
加

入
を
推
奨
し
て
い
く
方
針
で
す
。

た
だ
、
学
校
や
家
庭
で
の
課
題

が
解
決
し
、
本
人
の
加
入
意
思

が
強
け
れ
ば
、
柔
軟
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　

条
例
定
数
３
６
２
人
に
対

す
る
現
在
の
消
防
団
員
数
は
。

答　

現
在
の
団
員
数
は
３
４
２

人
で
、
充
足
率
は
94
・
５
％
で

す
。
充
足
率
の
全
国
平
均
は

92
・
３
％
で
、
愛
知
県
平
均
が

91
・
８
％
で
す
の
で
、
国
と
愛

知
県
の
平
均
は
上
回
っ
て
い
ま

す
。そ

の
他
の
議
案

●
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

（
第
55
号
議
案
）

　

委
員
鈴
木
康
仁
氏
及
び
高
田

稔
氏
の
任
期
が
平
成
28
年
９
月

30
日
に
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

高
田
稔
氏
を
引
き
続
き
、
石
渡

篤
史
氏
を
新
た
に
委
員
に
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

●
東
三
河
広
域
連
合
規
約
の 

変
更

（
第
56
号
議
案
）

　

東
三
河
広
域
連
合
の
処
理
す

る
事
務
に
、
東
三
河
広
域
連
合

の
区
域
に
係
る
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
関
す

る
事
務
を
加
え
ま
す
。

●
本
会
議
で
の
主
な
論
点

賛
成
市
と
東
三
河
広
域
連
合
の

そ
れ
ぞ
れ
が
実
施
す
る
施
策
を

併
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
総

合
戦
略
で
の
目
標
達
成
が
期
待

さ
れ
る
。

反
対
総
合
戦
略
の
策
定
が
、
東

三
河
広
域
連
合
の
事
務
を
拡
大

さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
そ

の
結
果
、
各
事
業
に
対
し
て
市

民
の
声
が
届
か
な
く
な
る
。

● 最近3か年のモーターボート競走事業会計からの繰出金
年度

会計名
一 般 会 計

土地区画整理事業
下水道事業
水 道 事 業
病 院 事 業

合　　　計

特別
会計

企業
会計

平成27年度

0
4億5千万円

6億円
0

12億5千万円
23億円

平成26年度

0
3億円

5億4千万円
0

12億6千万円
21億円

平成25年度

0
2億1千万円
5億5千万円

0
12億4千万円

20億円

会計名
（補正号数） 補正の主な内容 補正額 補正後の

予 算 額

一般会計
（第３号）

幹線道路防犯カメラ設置工事費
	 450 万円

3億 5,090
万円

280 億 4,462
万円

介護ロボット等導入支援特別事業費	
補助金	 185 万 4 千円

都市計画変更図書等作成委託料
	 200万円

都市計画変更に伴う永久縦覧図書作成	
委託料	 50万円

教育文化振興基金積立金	 500 万円

北部小学校トイレ増設工事費
	 1,404 万 6 千円

教育施設整備事業基金積立金追加
	 3 億円

市民会館グランドピアノ購入費
	 2,300 万円

国民健康保険
事業特別会計
（第２号）

国保システム改修委託料	 168 万円 168 万円 95 億 4,218
万円

介護保険事業
特 別 会 計
（第１号）

介護保険事業基金積立金追加
	 1 億 3,384 万 8 千円

1億 7,798
万円

63 億 7,948
万円

国庫支出金等返還金追加
	 4,413 万 2 千円

■ ９月定例会で議決された平成28年度補正予算


